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今
回
の
介
護
報
酬
の
改
定
は
診
療
報
酬
と
の
同
時
改
定
と
な

る
こ
と
か
ら
、
医
療
と
介
護
の
機
能
強
化
・
連
携
な
ど
を
目
玉

に
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

改
定
率
は
、
在
宅
１・０
％
、
施
設
０・２
％
の
増
で
、
全
体

で
１・２
％
増
。
ま
た
、
介
護
給
付
費
分
科
会
で
、
報
酬
改
定

と
同
時
に
審
議
し
て
き
た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
基
準
の
見

直
し
の
概
要
も
併
せ
て
示
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
福
祉
用
具
貸

与
と
販
売
で
は
、
本
会
が
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
き
た
福
祉
用

具
個
別
援
助
計
画
に
つ
い
て
、
名
称
を
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス

計
画
」
と
し
、
作
成
規
定
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

同
概
要
に
よ
る
と
、
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
、「
指
定

福
祉
用
具
貸
与
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
具
体
的

な
サ
ー
ビ
ス
内
容
等
を
記
載
し
た
」
計
画
と
し
て
、
基
本
的
な

定
義
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
の
関
係
は
、「
居

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
作
成
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
こ
れ
に
沿
っ

て
作
成
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
読
み
替
え
て
み
る
と
、
福
祉

用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
先
行
し
て
作
成
さ
れ
る

Ⅰ全国介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議

介
護
報
酬
改
定
を
答
申
、
指
定
基
準
で
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
の
作
成

規
定
を
明
記

社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会

こ
と
も
想
定
さ
れ
て
い
る
。一
方
、利
用
者
と
の
関
係
で
は
、個
々

に
「
同
意
」
を
得
る
と
と
も
に
、
計
画
書
を
「
交
付
」
す
る
こ

と
も
求
め
て
い
る
。
な
お
、
本
会
で
次
い
で
普
及
に
努
め
て
き

た
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
」
に
つ
い
て
は
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計

画
の
実
施
状
況
の
把
握
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
当
該
福
祉
用

具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
変
更
を
行
う
」
と
、
計
画
の
見
直
し
を
行

う
た
め
の
一
工
程
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
指
定
基
準
は
３
月
に

も
省
令
と
し
て
告
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
（
３
月
13
日
に
正
式

に
告
示
さ
れ
た
）。

　

昨
年
、「
介
護
保
険
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
評
価
検
討
会
」

（
座
長
＝
山
内
繁
・
早
稲
田
大
学
研
究
推
進
部
参
与
、
本
会

特
別
顧
問
）
が
、
介
護
保
険
の
対
象
と
な
る
福
祉
用
具
・
住

宅
改
修
の
追
加
種
目
の
検
討
を
行
い
、
介
護
給
付
費
分
科
会

に
、
現
行
、
販
売
対
象
で
あ
る
が
、
貸
与
に
す
る
こ
と
が
妥

当
と
の
報
告
を
し
て
い
た
「
自
動
排
泄
処
理
装
置
」。
今
回

の
報
酬
改
定
で
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。

　

会
議
で
示
さ
れ
た
福
祉
用
具
貸
与
費
の
算
定
基
準
で
は
、

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
る

計
画
の
見
直
し
も
規
定

要
介
護
度
４
以
上
を
給
付
対
象
と
し
、
具
体
的
な
状
態
像
と

し
て
は
、
排
便
と
移
乗
に
お
い
て
全
介
助
を
必
要
と
す
る
も

の
、
と
し
て
い
る
。

　

対
象
品
目
の
追
加
に
よ
る
福
祉
用
具
貸
与
、
介
護
予
防
福

祉
用
具
貸
与
の
改
正
告
示
は
３
月
に
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

次
回
の
介
護
報
酬
改
定
は
平
成
27
年
度
だ
が
、
厚
生
労
働

省
で
は
、
今
回
の
報
酬
改
定
の
効
果
検
証
や
、
実
態
調
査
等

を
行
う
た
め
、社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
に
「
介

護
報
酬
改
定
検
証
・
研
究
委
員
会
（
仮
称
）」
を
設
置
す
る

と
し
て
い
る
。

　

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
義
務
化
に
伴
う
指
定
基
準
の

改
正
に
つ
い
て
、
１
年
間
の
経
過
措
置
が
と
ら
れ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
同
計
画
は
全
て
の
利
用
者
を
対
象
と
す
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
間
で
、
施
行
日
で
あ
る
４
月
１
日
ま
で
に
既

存
利
用
者
の
入
力
が
間
に
合
わ
な
い
、
と
の
声
が
あ
が
っ
て
い

た
。
経
過
措
置
の
適
用
に
よ
り
、
平
成
24
年
４
月
１
日
時
点

に
お
け
る
指
定
事
業
所
の
場
合
、
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

に
全
て
の
利
用
者
の
計
画
を
整
備
す
れ
ば
よ
い
。
従
っ
て
、
４

月
以
降
の
新
規
事
業
所
の
場
合
は
こ
の
経
過
措
置
は
適
用
さ

れ
な
い
。

社会保障審議会介護給付費分科会Ⅱ
厚
生
労
働
省
が
担
当
課
長
会
議
を
開
催
、
計
画
作
成
規
定
に
は
経
過
措
置

既
事
業
所
は
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
整
備
に

１
年
間
の
経
過
措
置

　

厚
生
労
働
省
は
２
月
23
日
、「
全
国
介
護
保
険
・
高
齢

者
保
健
福
祉
担
当
課
長
会
議
」
を
開
催
し
、
各
都
道
府
県

の
担
当
課
長
等
に
対
し
て
来
年
度
の
事
業
内
容
と
共
に
、

介
護
報
酬
改
定
と
指
定
基
準
（
注
１
）
の
改
正
内
容
を
示

し
た
。
ま
た
、
指
定
基
準
に
関
す
る
解
釈
通
知
（
注
２
）

の
改
正
内
容
も
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
国
が
考
え
る
「
福

祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
の
具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
に

な
っ
た
。

自
動
排
泄
処
理
装
置
が
レ
ン
タ
ル
、 

報
酬
改
定
の

検
証
体
制
も
整
備

　

厚
生
労
働
省
は
１
月
25
日
、
介
護
報
酬
改
定
案
を
社
会

保
障
審
議
会
に
諮
問
。
同
日
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給

付
費
分
科
会
（
分
科
会
長
は
大
森
彌
・
東
大
名
誉
教
授
）

が
こ
れ
を
審
議
し
、
大
筋
で
了
承
。
改
定
案
を
小
宮
山
洋

子
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
４
月
か
ら

施
行
さ
れ
る
新
た
な
介
護
報
酬
が
決
定
し
た
。
同
時
に
、

指
定
基
準
の
改
正
の
概
要
も
示
さ
れ
、
個
別
サ
ー
ビ
ス
計

画
に
つ
い
て
は
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
い
う
名

称
と
な
り
、
義
務
化
が
明
記
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
計
画

の
基
本
的
な
事
項
が
示
さ
れ
た
。

ビ
ス
の
内
容
等
を
記
載
し
た
」
計
画
で
あ
る
。
解
釈
通
知
で
は

具
体
的
な
記
載
事
項
も
示
し
て
い
る
が
、
中
で
も
特
筆
す
べ
き

は
、「
関
係
者
間
で
共
有
す
べ
き
情
報
（
福
祉
用
具
使
用
時
の

注
意
事
項
等
）
が
あ
る
場
合
に
は
、
留
意
事
項
に
記
載
す
る

こ
と
」
と
し
て
い
る
点
だ
。
本
会
で
は
、
平
成
23
年
度
、
福
祉

医
療
機
構
の
助
成
を
受
け
て
、
事
故
防
止
を
目
的
と
し
た
訪

問
介
護
員
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
の
連
携
研
修
（
モ
デ

ル
事
業
）
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
両
者
の
個
別
の
サ
ー

ビ
ス
計
画
の
「
留
意
事
項
」
の
情
報
共
有
が
リ
ス
ク
管
理
で
大

き
な
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
今
後
、
多

職
種
連
携
の
ツ
ー
ル
と
し
て
の
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
活

用
が
期
待
さ
れ
る
。

具
体
的
な
記
載
事
項
も
明
ら
か
に
、「
留
意
事
項
」

は
多
職
種
連
携
に
効
果
的

全
国
介
護
保
険
・
高
齢
者
保
健
福
祉
担
当
課
長
会
議

　

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
法
令
上
の
名
称
は
、「
福
祉
用

具
貸
与
計
画
」「
特
定
福
祉
用
具
販
売
計
画
」「
介
護
予
防
福

祉
用
具
貸
与
計
画
」「
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
計
画
」

の
４
種
類
と
な
る
の
で
、「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
は
こ

れ
ら
を
総
称
し
た
名
称
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
同
一

計
画
名
称
は
法
令
上
４
種
類
、
作
成
は
ケ
ア
プ

ラ
ン
に
沿
っ
て

　

今
回
の
改
正
で
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
は
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
の
実
施
と
、
そ
の
結
果
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
報
告
が
義

務
づ
け
ら
れ
た
。
必
要
に
応
じ
て
目
標
の
達
成
状
況
の
把
握
を

行
い
、「
解
決
す
べ
き
課
題
の
変
化
」
が
あ
る
場
合
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
等
と
相
談
の
う
え
計
画
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
義
務

づ
け
て
い
る
。
本
会
が
提
唱
す
る
、
福
祉
用
具
に
よ
る
支
援
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
、
法
令
上
担
保
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
従
来
、
特
定
福
祉
用
具
販
売
対
象
で
あ
っ
た
「
特

殊
尿
器
」
が
「
自
動
排
泄
処
理
装
置
」
と
し
て
貸
与
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
あ
た
っ
て
、「
衛
生
管
理
（
洗

浄
、
点
検
等
）」
の
説
明
責
任
を
課
せ
ら
れ
る
と
共
に
、
製
造

事
業
者
が
規
定
す
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
要
領
等
に
則
り
、「
定
期

的
な
使
用
状
況
の
確
認
、
衛
生
管
理
、
保
守
・
点
検
」
を
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
。
さ
ら
に
、
利
用
者

を
変
更
す
る
場
合
の
衛
生
管
理
で
は
、「
分
解
洗
浄
、
部
品
交

換
、
動
作
確
認
等
」
な
ど
具
体
的
な
工
程
を
示
し
、
留
意
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
と
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
が

課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
改
定
だ
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確

保
、
更
な
る
向
上
を
目
指
し
、
関
係
者
の
努
力
を
求
め
た
い
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
・
報
告
義
務
、
自
動
排
泄
処

理
装
置
に
は
説
明
責
任
や
衛
生
管
理
等
の
実
施
義
務

会場の様子

注
１
…
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
」

及
び
「
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
」

注
２
…
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
基
準

に
つ
い
て
」

　

様
式
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
所
の
任
意
と
し
て
い
る
が
、
指

定
基
準
で
の
基
本
的
な
定
義
は
「
利
用
者
の
心
身
の
状
況
、
希

望
及
び
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
を
踏
ま
え
、
指
定
福
祉
用
具

貸
与
の
目
標
、
当
該
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体
的
な
サ
ー

の
利
用
者
に
貸
与
と
販
売
が
あ
る
場
合
に
は
、
同
じ
様
式
に

貸
与
と
販
売
の
機
種
等
を
併
記
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
「
居ケ

ア

プ

ラ

ン

宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
内
容
に
沿
っ
て
作
成
」
す
る
の
だ

が
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
先
立
っ
て
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作

成
す
る
場
合
に
は
、
後
か
ら
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
内
容
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
計
画
を
変
更
す
る
こ
と
、と
し
て
い
る
。
ま
た
、

他
の
書
類
と
同
様
、
保
存
期
間
は
２
年
間
で
あ
る
。
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Ⅲ公費助成のモデル事業　その１
　

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
を
作
成
す
る
の
は
、
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
だ
が
、そ
の
作
成
の
指
針
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
で
あ
り
、

そ
れ
を
ベ
ー
ス
に
し
て
、
ご
利
用
者
の
生
活
目
標
、
福
祉
用
具

の
利
用
目
標
を
作
成
す
る
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
同
計

画
書
を
作
る
の
に
は
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
提
出
義
務
は
な
い
が
、
そ
の

理
解
と
協
力
が
な
け
れ
ば
、
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
を
作
成
す

る
の
は
難
し
い
。
こ
こ
で
２
つ
の
専
門
職
間
で
の
連
携
は
必
須

と
な
る
。

　

ま
た
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
変
更
＝
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の

変
更
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
注
意
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

何
ら
か
の
理
由
で
機
種
変
更
を
す
る
場
合
も
、
福
祉
用
具
サ
ー

ビ
ス
計
画
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
対

す
る
同
計
画
書
の
交
付
義
務
は
な
い
が
、
同
計
画
書
は
特
定

福
祉
用
具
販
売
の
申
請
書
の
一
部
と
し
て
の
使
用
が
可
能
な
の

で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
と
っ
て
は
１
つ
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
り

　

本
会
で
は
、
千
葉
、
岩
手
、
鹿
児
島
の
３
会
場
で
「
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
合
同
研
修
」
を
開
催
し
た
。

厚
生
労
働
省
の
平
成
23
年
度
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
〝「
福

祉
用
具
個
別
援
助
計
画
書
」
に
よ
る
連
携
、
研
修
の
あ
り
方
に
関

す
る
調
査
・
研
究
事
業
〞
の
１
つ
で
あ
る
。

　

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
義
務
化
を
考
え
た
場
合
、
そ
の

軸
に
な
る
の
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
携
で
あ
る
。
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
は
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
観
点
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
観
点
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
業
務
上
の
連
携
関
係
を
か
た
め
る
。
そ
れ
が
よ
り
よ
い

結
果
＝
ご
利
用
者
の
安
全
・
安
心
な
福
祉
用
具
利
用
に
つ
な
が
っ

て
い
く
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
情
報
を
実
務
に
活
か
す
手
応
え
を
つ
か
む

た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
共
に
学
び
、

意
見
を
交
わ
し
、
考
え
る
研
修
会
と
し
た
。

　

開
催
全
３
会
場
で
の
参
加
者
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
１
１
１
名

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
65
名
、
合
計
１
７
６
名
で
あ
っ
た
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
合
同
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　

〜 

厚
生
労
働
省
・
平
成
23
年
度
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業 

〜

得
る
の
で
は
、
と
山
本
氏
は
言
う
。

　

そ
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
開
始
時
か
ら
必
要
に
応
じ
て
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
が
、
時
期
や
回
数
に
つ
い
て
は
規
定
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
事
業
者
に
よ
る
差
が
生
じ
る
こ
と
に
も
な
る

と
思
わ
れ
る
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
実
質
義
務
化
さ
れ
る
と
い
う

こ
と
に
（
特
定
福
祉
用
具
に
つ
い
て
は
対
象
外
）
な
る
が
、
そ

の
結
果
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
の
報
告
義

務
が
発
生
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
の
が
山
本
氏
の
考
え
だ
。

　
「
も
し
福
祉
用
具
貸
与
の
事
業
者
か
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
報

告
が
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
事
業
者
の
規
定
義
務
違
反

に
な
り
ま
す
ね
。
事
業
者
は
こ
れ
を
も
と
に
福
祉
用
具
に
つ

い
て
継
続
し
て
ご
利
用
い
た
だ
い
て
よ
い
か
、
あ
る
い
は
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
福
祉
用
具
部
分
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
、
な
ど
報
告
・
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
利
用
状
況

を
定
期
的
に
確
認
し
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
報
告
し
、
検
討
し

て
い
た
だ
く
。
こ
れ
で
ス
キ
ー
ム
の
完
成
で
す
」（
山
本
氏
）。

場
合
に
応
じ
て
、
計
画
書
の
見
直
し
、
再
選
定
、
再
ア
セ
ス
メ

ン
ト
な
ど
を
行
う
、
福
祉
用
具
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
が
出
来

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
適
正

な
サ
ー
ビ
ス
提
供
へ
の
両
輪

上
が
る
。

　

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
記
録
さ

れ
た
ご
利
用
者
の
状
態
が
第
三
者
に
も
わ
か
る
こ
と
が
あ
る
。

担
当
が
交
代
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

る
。
選
定
理
由
な
ど
の
伝
達
は
口
頭
だ
っ
た
り
、
伝
わ
っ
て
い

る
か
ど
う
か
も
人
や
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。

そ
れ
が
計
画
書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
な
り
、
状

態
が
変
わ
っ
た
と
き
の
機
種
変
更
も
行
い
や
す
く
な
る
。
そ

し
て
も
う
１
つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
留
意
点
の
記
載
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
と
っ
て
は
、
訪
問
介
護
員
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

◆ 

モ
デ
ル
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成
24
年
１
月
16
日
（
千
葉
）・
１
月
18
日
（
岩
手
）

　

１
月
24
日
（
鹿
児
島
）

◆ 

各
日
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

講
義
（
１
時
間
）：
福
祉
用
具
個
別
援
助
計
画
の
基
本
事
項
と
ケ

                         

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る
活
用
方
法

　

演
習
（
３
時
間
） ：
事
例
を
も
と
に
し
た
「
福
祉
用
具
個
別
援
助

                         

計
画
書
」
作
成
の
た
め
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

◆
担
当
講
師

　

講
義（
千
葉
） 

山
本 

一
志
氏（
（社）
全
国
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
協
会
事
務
局
長
）

　

講
義
（
岩
手
） 

東
畠 

弘
子
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
福
祉
援
助
工
学
分
野
講
師
）

　

講
義
（
鹿
児
島
） 

成
田 

す
み
れ
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
法
人
試
行
会
横
浜
市
青
葉
台
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
所
長
）

　

演
習
（
千
葉
）
助
川 

未
枝
保
氏 

（
（社）
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
副
会
長
）

　

演
習
（
岩
手
） 

大
久
保 

訓
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
（財）
い
わ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
主
任
作
業
療
法
士
）

　

演
習
（
鹿
児
島
） 

成
田 

す
み
れ
氏

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
法
人
試
行
会
横
浜
市
青
葉
台
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
所
長
）

得
ら
れ
る
も
の
は
〝
情
報
の
共
有
〞
と
〝
共
通
理
解
〞

公費助成のモデル事業　その１

に
説
明
し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
そ
れ
は
福
祉
用

具
の
事
故
防
止
や
目
標
達
成
度
の
検
証
に
も
関
係
が
深
い
。
福

祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
は
関
係
専
門
職
間
の
共
通
理
解
に
つ

な
が
る
。

　
「
個
別
化
と
一
言
で
表
し
ま
す
が
、
ご
利
用
者
一
人
ひ
と
り

の
違
い
の
ほ
か
に
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
視
点
の
違
い
も

あ
り
ま
す
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
や

り
取
り
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
情
報
の
共
有
だ
け
で
な

く
、福
祉
用
具
の
利
用
目
的
を
一
緒
に
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
、

と
い
う
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
ね
」（
東
畠
氏
）。

　

す
で
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
福
祉
用
具
の
事
業
所
と
が
チ
ー

ム
を
組
み
、
お
互
い
の
顔
が
わ
か
る
関
係
も
築
か
れ
て
い
て
、

阿
吽
の
呼
吸
で
ご
利
用
者
に
対
し
て
き
た
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も

あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
改
め
て
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画

書
と
い
う
一
枚
の
ツ
ー
ル
を
加
え
る
こ
と
の
意
味
は
果
た
し
て

何
だ
ろ
う
か
。

　
「
仕
事
を
よ
り
明
確
に
証
拠
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
、
ご

利
用
者
や
ご
家
族
に
対
し
て
は
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
担
当
者
に
よ
っ

て
伝
え
て
い
る
場
合

と
伝
え
て
な
い
場

合
と
で
差
が
あ
っ
た

り
、
あ
る
人
に
は
伝

え
ら
れ
た
が
、
あ
る

人
に
は
伝
え
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と

が
あ
っ
た
り
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
」（
成

田
氏
）。

一
枚
の
計
画
書
が
〝
経
験
〞
や
〝
阿
吽
の
呼
吸
〞
を

明
文
化
す
る

　

ケ
ア
プ
ラ
ン
全
体
も
そ
う
だ
が
、
福
祉
用
具
は
、
そ
れ
を
使

用
す
る
こ
と
が
目
標
で
は
な
い
。
福
祉
用
具
を
使
っ
て
ど
う
す

る
の
か
に
目
標
が
あ
る
。
安
全
に
起
き
上
が
り
動
作
が
で
き
る

こ
と
が
目
標
で
あ
れ
ば
、そ
の
た
め
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
、

何
を
ど
う
使
っ
て
行
動
す
る
か
、
を
明
確
に
示
す
こ
と
が
重
要

と
な
る
。

　
「
目
標
は
シ
ン
プ
ル
で
わ
か
り
や
す
い
文
章
で
書
い
て
く
だ

さ
い
。
選
定
理
由
は
具
体
的
に
噛
み
砕
い
て
。
ご
利
用
者
や
、

老
老
介
護
の
場
合
は
特
に
家
族
の
方
に
も
理
解
し
や
す
い
文

章
に
、
と
意
識
し
ま
し
ょ
う
」（
成
田
氏
）。

　

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
中
で
抱
い
て
い

る
イ
メ
ー
ジ
と
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
直
接
チ
ェ
ッ
ク
し

た
結
果
の
内
容
と
に
微
妙
な
違
い
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ
る
だ

計
画
書
に
必
要
な
の
は
わ
か
り
や
す
い
こ
と
、
そ
れ
ぞ

れ
が
納
得
す
る
の
に
十
分
な
内
容
で
あ
る
こ
と

　

助
川
氏
が
講
評
で
述
べ
た
よ
う
に
、
参
加
者
が
笑
顔
で
活

発
に
話
し
て
い
た
の
が
「
非
常
に
印
象
的
」
だ
っ
た
。
こ
れ
は

３
会
場
に
共
通
し
て
お
り
、
い
ず
れ
の
会
場
で
も
積
極
的
な

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
た
。

　

千
葉
会
場
で
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
「
こ
う
い
う
ふ
う

に
し
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
と
い
い
よ
ね
」
と
い
う
声
が

あ
が
っ
て
い
た
。

　
「
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
合
う
と
，
そ
れ
だ
け
い
い
も
の
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
福
祉
用
具
を
使
用
す
る
環
境
整
備

も
含
め
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
視
点
も
し
っ
か
り
盛
り
込

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
方
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

で
す
。ぜ
ひ
、地
域
で
も
実
践
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」（
助
川
氏
）。

多
く
の
視
点
を
反
映
で
き
る
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

現
場
で
も

　

岩
手
会
場
で
は
、
福
祉
用
具
を
選
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
ご

利
用
者
の
活
動
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
大
久
保

氏
が
注
目
。
福
祉
用
具
の
選
定
の
段
階
で
運
動
機
能
の
保
持
、

ご
利
用
者
の
体
力
の
維
持
ま
で
言
及
さ
れ
て
い
た
、
そ
の
視
点

を
高
く
評
価
し
た
。

　
「
今
日
は
、
事
例
検
討
を
通
し
て
よ
り
よ
い
サ
ー
ビ
ス
の
検

討
が
で
き
ま
し
た
。
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
、
知
識
と
交
流

の
場
が
広
が
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
は
私
た
ち

に
と
っ
て
も
、
地
域
に
と
っ
て
も
有
意
義
な
こ
と
で
す
。
今
後

も
更
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」（
大
久
保
氏
）。

他
業
種
が
交
流
す
る
こ
と
で
更
な
る
発
展
を

鹿児島会場の様子

　

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
作
成
が
通
常
の
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー

に
組
み
込
ま
れ
る
ま
で
に
は
、
若
干
時
間
が
か
か
る
か
も
し
れ

な
い
が
、法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
業
務
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い

く
た
め
の
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
い
え
る
。

岩手会場の様子

千葉会場の様子

ろ
う
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
、
お
互

い
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
計
画
書
を
作
り
上
げ
る
た
め
、
意
見

交
換
を
十
分
に
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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て
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
に
働
き
か
け
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
同
協
会
も
「
大
事
な
こ
と
だ
か
ら
や
り
た
い
」
と
快
く

こ
の
提
案
に
応
じ
て
く
れ
た
。

　
「
義
務
化
の
流
れ
の
中
、
今
回
い
ち
早
く
研
修
会
を
催
し
た

い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
ふ
く
せ
ん
の
協
力
を
得
て
開
催
に
至

り
ま
し
た
」
と
は
、山
田
幹
夫
氏
（
財
団
法
人
愛
知
県
シ
ル
バ
ー

サ
ー
ビ
ス
振
興
会
事
務
局
長
）。「
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
研
修
を

受
け
て
く
だ
さ
い
」
と
参
加
者
を
激
励
し
た
。

　

今
回
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
、

12
名
の
ふ
く
せ
ん
会
員
（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
）
が
協
力
し

て
く
れ
た
。
中
に
は
、
本
会
が
開
催
し
た
「
個
別
援
助
計
画
の

普
及
研
修
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
（
リ
ー
ダ
ー
研
修
）」（
厚
生
労
働

省
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
の
助
成
を
受
け
、
地
域
・
職
域

で
計
画
を
普
及
す
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
た
研
修
会
）
に
参
加

し
た
リ
ー
ダ
ー
も
数
名
。
早
速
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
取
り
組
み

が
見
ら
れ
、本
会
と
し
て
も
、今
後
の
活
動
に
期
待
が
高
ま
っ
た
。

　

本
会
を
代
表
し
て
挨
拶
を
し
た
の
は
、
12
月
10
日
に
リ
ー

　

こ
の
研
修
会
は
、
愛
知
県
所
属
の
ふ
く
せ
ん
会
員
で
あ
る

伊
藤
昭
宏
氏
（
株
式
会
社
ヤ
マ
シ
タ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
の

「
や
っ
て
み
た
い
！
」
と
い
う
熱
心
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
。

厚
生
労
働
省
に
よ
る
来
年

度
施
行
の
指
定
基
準
の
見

直
し
で
は
、
個
別
援
助
計

画
書
作
成
の
義
務
化
は
ほ

ぼ
確
実
と
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、「
愛
知
県
で

も
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に

個
別
援
助
計
画
を
理
解
し

て
も
ら
う
機
会
を
増
や
し
、

普
及
に
努
め
た
い
」
と
の

自
主
的
な
取
り
組
み
が
、

今
回
の
研
修
会
開
催
に
つ

な
が
っ
た
次
第
で
あ
る
。

本
会
が
、
伊
藤
氏
を
通
じ

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
対
象
に
し
た
福
祉
用
具
個
別
援
助
計
画
書
作
成
研
修
会

                                                         

〜 

愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会 

〜

ふ
く
せ
ん
会
員
発
の
研
修
会

個
別
援
助
計
画
作
成
の
義
務
化
に
向
け
て

　

12
月
13
日
、
愛
知
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
が
主
催
す

る
「
福
祉
用
具
『
個
別
援
助
計
画
書
の
作
成
』
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
来
年
４
月
の
指
定
基
準
改
正
で
、
個
別

援
助
計
画
作
成
が
義
務
化
と
な
る
流
れ
を
受
け
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
も
福
祉
用
具
の
個
別
援
助
計
画
書
に
つ
い

て
具
体
的
に
理
解
を
深
め
、
今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
も

ら
う
こ
と
が
狙
い
だ
。
今
回
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の

定
員
を
上
回
る
応
募
に
、
募
集
を
締
め
切
ら
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
と
い
う
。
職
域
等
で
普
及
で
き
る
よ
う
、
ベ
テ
ラ

ン
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
参
加
も
多
く
見
ら
れ
た
。

ダ
ー
研
修
を
受
講
し
た
ば
か
り
の
青
山
洋
祐
氏
（
有
限
会
社

か
し
わ
ば
ら
メ
デ
ィ
カ
ル
）。

　
「
リ
ー
ダ
ー
研
修
を
通
じ
、
福
祉
用
具
の
『
プ
ロ
』
と
し
て
、

自
社
・
他
社
を
問
わ
ず
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
を
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
、
業
界
が
衰
退
し
て
し
ま
う
時
代
が
き
た
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。
個
別
援
助
計
画
書
の
義
務
化
に
よ
り
、
他
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
と
同
じ
ラ
イ
ン
に
立
て
る
の
で
は
な
い
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
皆
様
に
は
、
本
日
の
研

修
を
通
し
て
、『
福
祉
用
具
も
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な
い
』
と
い

う
と
こ
ろ
を
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
」（
同
氏
）。

　

講
義
、
演
習
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
務
め
た
の
は
、
山
本
一

志
氏
（
本
会
事
務
局
長
）。
山
本
氏
は
講
義
の
中
で
、「
福
祉
用

具
サ
ー
ビ
ス
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
唯
一
、
人
の
手
を
借

り
ず
『
自
分
自
身
で
』
使
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
自
立
支
援
の

中
で
上
手
に
福
祉
用
具
を
使
う
こ
と
で
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
向
上
し
ま

す
。
人
生
の
最
後
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
も
ら
え
る
サ
ー
ビ
ス

な
ん
で
す
」
と
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
の
普
及
に
対
す
る
思
い
を

語
っ
た
。

　

演
習
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
形
式
で
実
際
に
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
に
個
別
援
助
計
画
書
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
計
画
書
の

具
体
的
な
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
と
い
う
も
の
だ
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
各
々
の
視
点
で
、
闊
達
な
議

論
が
な
さ
れ
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
理
解
を
得
る
た
め

に
、
今
後
も
継
続
的
な
普
及
・
啓
発
活
動
が
必
要
で
あ
る
。

愛
知
県
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
、
ひ
い
て
は
「
ふ
く

せ
ん
愛
知
県
ブ
ロ
ッ
ク
」
の
組
織
化
に
つ
な
げ
た
い
考
え
だ
。

ふくせん会員発の研修会開催Ⅴ

福
祉
用
具
の
「
プ
ロ
」
と
し
て

有
意
義
な
人
生
の
一
助
に

ま
た
確
か
め
て
ほ
し
い
。
福
祉
用
具
の
安
全
な
利
用
に
は
何
が

必
要
か
、
ど
ん
な
視
点
が
必
要
か
、
そ
れ
ら
を
勉
強
し
て
い
た

だ
く
場
で
す
。
一
日
の
長
丁
場
で
す
が
、
明
日
か
ら
の
ご
利
用

者
の
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
学
ん
で
い
っ
て
く
だ
さ
い
」（
鹿
児

島
会
場 

岩
元
文
雄
氏
／
本
会
理
事
）。

　

福
祉
用
具
が
導
入
さ
れ
て
い
る
介
護
場
面
の
絵
を
見
て
、
起

き
得
る
リ
ス
ク
を
探
す
「
福
祉
用
具
の
安
全
確
認
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
（
Ａ
Ｋ
Ｔ
）」。
同
じ
場
面
を
見
て
も
、
気
づ
く
人
・
気
づ
か
な

い
人
が
い
る
。
ど
こ
に
注
意
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
『
共
通

認
識
』
を
持
つ
こ
と
が
大
切
だ
。
Ａ
Ｋ
Ｔ
開
発
者
で
も
あ
る
堤

氏
が
こ
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
設
け
た
ル
ー
ル
は
次
の
２
つ
。

　

①
他
人
の
意
見
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い
こ
と

　

②
自
分
の
意
見
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
い
こ
と

　
「
こ
れ
は
『
気
づ
き
』
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
未
来
に
は

何
が
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
予
測
能
力
を
磨
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。出
た
意
見
は
す
べ
て
起
こ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、

す
べ
て
正
解
で
す
」（
堤
氏
）。

　

介
護
保
険
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
給
付
の
中
で
福
祉
用
具
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
計
画
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
は
、〝
福
祉
用
具
の
利
用
に
際
し
専
門
職

に
よ
る
介
護
が
き
ち
ん
と
行
わ
れ
る
こ
と
〞、〝
専
門
職
に
よ
っ

て
適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
専
門
職
間
相
互
に
情
報

の
共
有
と
共
通
の
理
解
が
行
わ
れ
る
こ
と
〞
な
ど
の
目
的
が
あ

る
。

　

 

〝
福
祉
用
具
に
個
別
援
助
計
画
を
〞
と
い
う
の
は
、
本
会
が

設
立
以
来
、
働
き
か
け
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
明
確
な

形
を
も
っ
て
実
現
し
た
今
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
の

１
つ
は
、〝
安
全
・
安
心
〞。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
福
祉
用

具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
に
よ
っ
て
他
の
専
門
職
と
情
報
の
交
換
や

意
見
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
ご
利
用
者
が
福

祉
用
具
を
使
う
場
面
で
最
も
近
い
位
置
に
い
る
専
門
職
は
訪
問

介
護
員
だ
。
こ
の
連
携
研
修
の
目
的
は
こ
こ
に
あ
る
。

　
「
本
日
の
研
修
会
で
は
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
と
訪
問
介

護
員
の
皆
さ
ん
と
で
、
連
携
の
仕
方
と
確
認
の
仕
方
を
学
び
、

訪
問
介
護
員
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
連
携
研
修

　
　
　
　
　
　

〜 （
独
）
福
祉
医
療
機
構
・
平
成
23
年
度
社
会
福
祉
振
興
助
成
事
業 

〜

安
全
・
安
心
な
利
用
へ
の
カ
ギ
は
〝
選
ぶ
専
門
職
〞

と
〝
使
う
専
門
職
〞
と
の
連
携

　

演
習
Ⅱ
で
は
、
参
加
者
は
一
様
に
、
職
種
の
違
い
に
よ
る
視

点
・
知
識
の
差
に
驚
き
、
疑
問
を
投
げ
か
け
合
い
な
が
ら
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
進
め
た
。

　
「
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
は
『
誰
が
使
う
の
か
』
を
把
握
で

き
て
い
る
か
、
ま
た
、
訪
問
介
護
員
は
『
何
の
目
的
で
選
定
さ

れ
た
の
か
』、『
ど
う
使
う
の
か
』
を
把
握
で
き
て
い
る
か
。
せ
っ

か
く
良
い
福
祉
用
具
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
う
ま
く
使
わ

れ
な
い
の
は
残
念
な
こ
と
」（
淵
上
氏
）。

　
「
訪
問
介
護
員
と
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
、
一
緒
に
相
談

に
乗
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
で
き
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
個

別
援
助
計
画
書
が
最
前
線
に
い
る
訪
問
介
護
員
の
助
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
」（
永
井
氏
）。

ど
ん
な
危
険
が
起
こ
り
得
る
の
か
。
Ａ
Ｋ
Ｔ
は〝
気

づ
き
〞
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

本
事
業
で
は
、
福
祉
用
具
に
関
わ
る
事
故
防
止
、
安
全

に
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
リ

ス
ク
管
理
」
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
各
専
門
職
の
共

通
認
識
、
連
携
の
意
識
づ
く
り
に
注
力
し
た
。

　

開
催
全
５
会
場
（
神
奈
川
・
千
葉
・
静
岡
・
鹿
児
島
・
大
阪
）

で
の
参
加
者
は
、
訪
問
介
護
員
１
０
５
名
、
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
１
３
３
名
、
合
計
２
３
８
名
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、後
半
３
会
場
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
す
る
（
前

半
２
会
場
は
前
号
で
紹
介
）。

◆ 

モ
デ
ル
研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
全
５
か
所
中
後
半
３
か
所
を
掲
載
）

　

平
成
23
年
12
月
20
日
（
静
岡
）・
平
成
24
年
1
月
21
日
（
鹿
児
島
）・

　

1
月
24
日
（
大
阪
）

◆ 

各
日
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

講
義
（
２
時
間
）　

適
切
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
と
職
種
間
の
連
携
に
よ
る
事
故
予
防

　

演
習
Ⅰ
（
２
時
間
）  

グ
ル
ー
プ
別
の
福
祉
用
具
安
全
確
認
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

　

演
習
Ⅱ
（
２
時
間
）  

グ
ル
ー
プ
別
に
福
祉
用
具
の
事
故
予
防
を
視
点
と
し
た
事
例
検
討

◆
担
当
講
師

　

講
義
（
鹿
児
島
）
渡
邉　

愼
一
氏
（ 

（社）
神
奈
川
県
作
業
療
法
士
会
会
長
）

　

講
義
（
静
岡
・
大
阪
） 

山
本 

一
志
氏
（ 

（社）
全
国
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
協
会
事
務
局
長
）

　

演
習
Ⅰ
（
静
岡
）
山
田　

誠
氏
（ 

（社）
全
国
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
協
会
）

　

演
習
Ⅰ
（
鹿
児
島
）
湯
脇　

稔
氏
（ 

（株）
カ
ク
イ
ッ
ク
ス
ウ
ィ
ン
グ 

教
育
担
当
課
長
）

　

演
習
Ⅰ
（
大
阪
）
堤　

道
成
氏
（ 

（有）
サ
テ
ラ
イ
ト 

代
表
取
締
役
、
Ａ
Ｋ
Ｔ
開
発
者
）

　

演
習
Ⅱ（
静
岡
）永
井 

清
広
氏（
静
岡
市
立
清
水
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
技
術
科
技
師
長
）

　

演
習
Ⅱ
（
鹿
児
島
）
助
川　

未
枝
保
氏 

（ 

（社）
日
本
介
護
支
援
専
門
員
協
会
副
会
長
）

　

演
習
Ⅱ
（
大
阪
）
淵
上　

敬
史
氏 

（ 

（株）
ウ
ィ
ズ
福
祉
技
術
情
報
支
援
室
課
長
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
業
療
法
士
）

連
携
に
よ
る
情
報
交
換
の
必
要
性
が
明
ら
か
に

福
祉
用
具
の
事
故
防
止
を
視
点
と
し
た
技
術
・
連
携
研
修
事
業　

全
５
会
場
終
了

公費助成のモデル事業　その2 Ⅳ
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Ⅵふくせん青森県ブロック研修会

事
務
局
よ
り 

＊ 

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

■
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

   

４
月
19
日（
木
）
11
：
00
〜
12
：
30

　
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
義
務
化
！

　
い
ま
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
に
求
め
ら
れ
る
も
の

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
４
月
19
日（
木
）、
20
日（
金
）、
21
日（
土
）

　
各
日 
15
：
00
〜
16
：
30

詳
細
は
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.zfssk.com

/
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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編集協力　株式会社 東京コア
発行日　2012 年３月 26日

ふくせんレポート　第004号

　

２
月
13
日
、ふ
く
せ
ん
青
森
県
ブ
ロ
ッ
ク
は
、

青
森
市
に
お
い
て
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画

を
学
ぶ
研
修
会
」
を
開
催
し
た
。
本
会
が
進

め
て
い
る
、
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
活
性
化
の
大
き
な

一
歩
で
あ
る
。
牽
引
役
を
担
う
木
村
氏
は
、「
今

後
、
よ
り
本
格
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い
き

た
い
」
と
語
る
。

　

本
会
理
事
で
青
森
県
出
身
の
金
沢
氏
が
講

師
を
務
め
、
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
義
務

化
さ
れ
る
「
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
」（
以

下
、
計
画
書
）
の
概
要
と
書
き
方
に
つ
い
て
講

義
を
行
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
〝
口
頭
で
説
明
〞
し
て
い
た
こ
と

を
、
こ
れ
か
ら
は
ま
ず
〝
文
字
化
〞
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
作
成
に
か
か
る
時
間
や
、
文

章
表
現
に
不
安
を
覚
え
る
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
も
い
る
だ
ろ
う
。

　

金
沢
氏
は
、
計
画
書
を
作
成
す
る
こ
と
で

生
じ
る
メ
リ
ッ
ト
、
特
に
留
意
事
項
を
文
字

化
す
る
こ
と
の
意
味
を
強
調
す
る
。「
こ
れ

ま
で
口
頭
の
み
で
行
っ
て
き
た
留
意
事
項
を

〝
文
字
化
す
る
〞
こ
と
で
、
本
人
や
家
族
の

み
な
ら
ず
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
も
〝
何

度
も
確
認
で
き
る
〞
よ
う
に
な
り
、
事
故
防

止
に
つ
な
が
り
ま
す
」。

　

福
祉
用
具
貸
与
事
業
者
を
、
単
に
福
祉
用

具
を
運
搬
す
る
〝
業
者
〞
で
は
な
く
、〝
在

宅
ケ
ア
の
担
い
手
で
あ
る
専プ

ロ
門
職
〞
た
ら
し

め
る
の
が
「
計
画
書
作
成
の
義
務
化
」
な
の

で
あ
る
。

　

後
半
に
は
、
事
例
を
も
と
に
、
福
祉
用
具

を
選
定
し
、
選
定
理
由
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に

ま
と
め
る
と
い
う
演
習
を
行
っ
た
。
各
々
で

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
作
成
し
た
あ
と
、
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
お
互
い
の
選
定
内
容
、
選
定

理
由
、
表
現
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
、
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
金
沢
氏
が
総
括
を
行
っ
た
。
そ

福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
書
の
概
要
と
書
き
方
を
学
ぶ

ふ
く
せ
ん
青
森
県
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

計
画
書
作
成
が
〝
安
全
・
安
心
な
福
祉

用
具
の
利
用
〞
を
創
出

木村　純 氏
（社）全国福祉用具専門相談員
協会　青森県ブロック長／東
洋シルバーサービス(株)代表
取締役
「今後も講師やメーカーの
方を招いて、年に研修会を
３～４回は開きたいです」

金沢　善智 氏
(株) バリオン代表取締役／介護環境研究所所長
「最初は時間がかかるでしょう。大切なのはトレーニ
ング。今日の研修がその第一歩ですね」

計
画
書
作
成
の
ポ
イ
ン
ト

の
中
で
同
氏
は
、
次
の
３
点
を
〝
書
き
方
の

ポ
イ
ン
ト
〞
と
し
て
あ
げ
た
。

①
文
章
は
丁
寧
に

②
専
門
用
語
は
使
わ
な
い

③
文
章
は
短
く

　

利
用
者
・
家
族
に
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

難
し
い
用
語
は
使
わ
ず
に
、
わ
か
り
や
す
く

読
み
や
す
い
文
章
表
現
を
心
が
け
る
。
決
し

て
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
が
、
わ
か
り
づ
ら

い
計
画
書
は
読
ん
で
も
ら
え
な
い
。
計
画
書

の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
に

も
、
こ
れ
ら
は
欠
か
せ
な
い
要
件
で
あ
る
。

　

今
後
、
福
祉
用
具
の
専
門
知
識
に
加
え
、

計
画
書
作
成
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
専
門
職
と
し

て
の
必
須
課
題
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
「
最
初
は
大
変
か
も
し
れ
な
い
が
、『
計
画

書
を
作
成
す
る
の
は
プ
ロ
と
し
て
当
た
り

前
』
と
自
分
に
言
い
聞
か
せ
る
こ
と
も
大
切

な
コ
ツ
。
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
築
い
て
、
よ

り
よ
い
支
援
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
」

（
金
沢
氏
）。

会場の様子

〝
バ
リ
ア
フ
リ
ー
２
０
１
２
〞
へ
出
展


